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国際ロータリー 第2660地区 東大阪東ロータリークラブ

国際ロータリー会長
ホルガー・クナーク

会長 斉藤 勝俊

「会員基盤、そして、
つながりを維持・強化
しよう」

今日の例会 来週の例会今日の例会

会長の時間

水と衛生月間月間テーマ

斉藤会長

■ 本日の卓話

「コロナの中で太極拳を」

井上 家昌 君

■ 今日の歌 「我等の生業」

■ 4月1日（木）

※卓話はございません。

■ 例会後、4月度定例理事会

「ロータリー希望の扉プロジェクト」について

１ ２６６０地区では、コロナ禍で奉仕活動が縮小を余儀なくされる中、緊急事態宣言が解除された今、ロー

タリーとして何ができるかをすべてのロータリアンともう一度考えてみたい、そして、そのきっかけとなる

機会を提供すべきではないかとの思いから、「ロータリー希望の扉プロジェクト」を立ち上げることとされ

ました。

２ このプロジェクトは次の三つの柱から構成されています。

（１）ロータリアンの希望の扉を開く

新型コロナウイルス感染症に関連する２つの講演会を、ＷＥＢで開催されます。

（２）子どもたちの希望の扉を開く

コロナ禍の中で、児童養護施設の子どもたちやひとり親家庭の子どもたちも、辛い状況に置かれて

います。ロータリーとして何らかの支援ができないか、各クラブやＩＭに考えていただく機会を提供し

ようという取り組みです。

（３）将来のロータリアンの希望の扉を開く

上記のプロジェクトを地区のホームページ、地区公共イメージ向上委員会やローターアクトのフェイ

スブックとツイッターなどにアップして、ロータリーのイメージ向上に努め、将来ロータリーに入会して

もらいたい若い世代にアピールする取り組みです。



「山西 嘉一郎さん」

ロータリーのみならず、他の団体においても色々と

御教授頂き、特に色々な会合等御一緒させて頂き

ました。細かい事にも気がつき、どんな人に対して

も慈父の如く対応される反面、ご自身に対しては大

変厳しい方でおられたのが強く印象に残っておりま

す。

クラブの今昔を聞く事もありましたが、ＳＡＡの時、

中でも昼食については、クラブ出席人数及びビジ

ターの人員の把握が出来ず食事の数が不足し、家

で昼食をされた事が幾度かあったそうです。

山西さんは真のロータリアンであり、ロータリーの

例会を通じての勉強を大事にされ、ロータリーが大

好きだったようです。

最後に、入院中井上会長、小林幹事を始め多くの

方々の大きな好意により「名誉会員」に在世中に推

挙されて、ご本人に井上会長より「認証状」をお渡し

頂いた時の嬉しそうなお顔が忘れられません。この

上もなく良い事であったと思い、クラブに対し感謝致

します。

山西さんのご冥福を心よりお祈り申し上げます。

国際ロータリー第３６５地区ガバナー月信1965年3月号掲載分
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前田会員

会員研修・会員選考委員長
井上 家昌

≪これからの予定≫
【1】 本日例会後、臨時理事会
【2】 4/1（木）例会後、4月度定例理事会

＜連絡事項＞
【1】 本日例会後、臨時理事会を開催いたします。

理事・役員の方はこちらの会場にお残り下
さい。

【2】 4月1日はホテルセイリュウ・ガーデンテラスで
の花見例会を予定しておりましたが、工事のた
め通常例会ならびに入会式とさせていただき
ます。卓話はございませんのでよろしくお願
い致します。

クラブができた頃のこと

現在、岡田さんと一緒に地区の委員会に出向さ

せていただいています。その名も「大阪のロータ

リー100周年誌編集グループ」です。役得で、ロータ

リーの友や地区の月信など、古い資料をまとめて

拝見する機会を頂いてはいるものの、なかなかじっ

くり読む時間が無いのが残念です。

さて、そんな中、東大阪東ロータリークラブの誕生

の頃をちょっとひも解いてみました。

まず、ロータリーの友には、1965年の5月号に、仮ク

ラブとして登場しています。設立当初は「枚岡ロータ

リー」でした。同期の仮クラブは松山西RCのようで

す。また、1965年の7月号には、新クラブとして掲載

されています。埼玉県の蕨ロータリーと同じ日に承

認されたんですね。このとき地区の区切りは今とは

ちがっていますが、現在の2660地区としては、17番

目にできたクラブなんだとわかります。

設立初年度の資料をパラパラとみると、ある表に

目が留まります。それはクラブの出席率順に地区

内クラブを並べたもので、毎月競争させていたのか

なと思います。枚岡はどこかなとみると、毎月最下

位か、良くても下から3位ぐらいです。どうやら出席

率があまり良くないのは伝統なのかもしれませんね。

また面白い話題があればご紹介します。（吉崎）

出席報告 3月18日

（3/18）の出席者数：36名（2）

3/18出席率：72.00%

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：59名（免除11名）

2/25 3/4 3/11

HC出席 休会 休会 31(3)名

MU出席 5(0)名

修正出席率 70.59％

入会年月日 昭和40年3月4日入会。当クラブ

チャーターメンバー・名誉会員

山西鉄線（株）社長 消防関係・昭和57年知事表

彰・62年消防庁長官表彰

平成14年5月29日ご逝去

※37年間ホームクラブ皆出席

“山西様を偲んで”

北川 忠嗣 君

山西さんは、東大阪東ロータリークラブ（前身枚岡

ロータリークラブ）のチャーター・メンバーで、昭和40

年3月4日以来、例会皆出席を基本として過ごされ

ました。会長の役職も要請されましたが、人前で話

すのが大の苦手で、辞退し、会の運営に何も貢献

出来ないのでせめて健康に留意し、出席を通じ応

えたいと一途に心に決め、この事を終生通されまし

た。

山西さんと私の出会いは、父からの知り合いで、

父の死後、私の推薦会員になって頂き、ロータリー

に入会させて頂きました。

我がクラブの先輩紹介（2）


